
 

（第２号様式）   
令和６年３月 29日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立秦野高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月 25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①ICT 利活用授業研
究推進校として、
ICT を効果的に利
活用しながら生徒
が自ら課題を発見
し、主体的に学ぶ
意欲を高める授業
を 展 開 す る こ と
で、一人ひとりの
一層の学力向上を
図るとともに、地
域をリードする学
校として研究推進
体制の整備と研究
の深化の成果を地
域 に 普 及 し て い
く。 

②新しい学習指導要
領のスタートに向
け、カリキュラム
を見直し定着させ
る。 

③特別活動において
も 、 生 徒 の 主 体
的・対話的で深い
学 び を 追 求 さ せ
る。 

①ICT 利活用授業研究
推進校としての実
績を維持しつつ、
STEAM 教育研究推進
校２年目として生
徒の主体性・探究
心を伸ばす授業を
実践し、1 人１台端
末の効果的な活用
について組織的な
授 業 改 善 を 進 め
る。 

②新学習指導要領の
意義やねらいを職
員間で共有し、学
校教育目標やスク
ール・ポリシーで
示した資質・能力
を育成できるよう
組織的な研究を進
める。 

③ 特 別 活 動 を 通 し
て、主体的・対話
的で深い学びを追
求し、思考力・判
断力・表現力等を
育成する。 

①本校の STEAM 教育の実
践について総合的な探
究の時間を主軸に置
き、学校教育目標等で
掲げた育てたい生徒像
や育成したい資質・能
力を念頭に置きなが
ら、教科横断的な取組
の方向性を組織的に議
論し、研究する。 

②生徒の基礎的な知識・
技能の習得のための指
導を継続的に実践しつ
つ、学習評価を通して
生徒に次の学びに向か
う動機付けを与えると
ともに、評価の結果を
教員の指導の改善につ
なげる。 

③委員会活動や学校行事
を通して、生徒がリー
ダーシップを発揮でき
る環境づくりを進め
る。 

①STEAM 教育研究推進
校２年目として、生
徒の主体性や探究心
を伸ばす授業を実践
することができた
か。また、1 人１台
端末の効果的で組織
的な授業改善を進め
ることができたか。 

②新学習指導要領の科
目を中心に、学校教
育目標等に示した資
質・能力を育成でき
るよう組織的に研究
できたか。 

③行事アンケート等の
回答結果から、特別
活動において生徒が
リーダーシップや達
成感、学びの深まり
を実感していること
について把握するこ
とができたか。 

①STEAM 教育に関する研修
会を３回実施し、教科横
断的な授業改善の取組や
１人１台端末の効果的な
利用について職員全体で
目指す方向性を共有する
とともに、総合的な探究
の時間を核として主体
的・探究的な学びを深め
させることができた。 

②職員間の情報共有や実践
力向上のため、例年の授
業研究会とは別に校内で
の授業研究会を実施し、
新学習指導要領における
学習指導について議論を
深める機会とした。 

③体育祭や文化祭では、生
徒主体で行事を運営でき
るように話し合いの場を
多く設定し、多くの部分
で生徒の意見を行事に反
映できた。 

①生徒による授業評価
アンケートや授業研
究会等の機会を通し
て授業改善の効果に
ついて検証し、より
効果的な授業改善が
できるよう組織的に
研究していく。 

②来年度には全学年で
新学習指導要領の科
目が実施されるのを
見据え、再来年度以
降入学生のカリキュ
ラムの検証と見直し
を行っていく。 

③行事アンケートの回
答結果から、準備期
間中の指示が曖昧だ
ったなどの問題点が
判明したので、来年
度に向けて委員会活
動を改善し、生徒が
リーダーシップを発
揮できる工夫をす
る。 

①STEAM 教育研究推進
校２年目となり、総
合的な探究の時間を
核とした組織的な取
組が着実に進められ
ている。２年生のテ
ーマ探究においても
主体的に教科横断的
な学びが深められて
いる。学校外の機関
とも連携しつつ、評
価方法を工夫するこ
とで生徒の学ぶ意欲
を一層高めてもらい
たい。 

②生徒の学ぶ意欲を高
めるため、引き続き
教育課程の検討や組
織的な授業改善の取
組を進めてもらいた
い。 

③文化祭でも生徒が主
体的に活動している
様子が見られた。引
き続き、生徒の成長
につながる支援をし
てもらいたい。 

①STEAM 教育に関する３回
の研修会や相互の授業参
観・授業研究会等を通じ
て、教科の枠を超えて組
織的な議論・研究を深め
ることができた。総合的
な探究の時間を通じて、
生徒が教科横断的に学び
の成果をまとめることが
できるよう支援してい
く。 

②教育課程の見直しに向け
た議論を通じて、本校で
育てたい生徒像の議論を
深めることができた。学
習評価を生徒の次の学び
に向かう動機付けや、評
価結果を教員の指導改善
にどうつなげていくかに
ついては、引き続き研究
を進めていく。 

③生徒が主体性を発揮でき
る環境づくりを進めるこ
とができたが、具体的な
活動時に課題が見られ
た。その課題を生徒が主
体的に解決できるよう支
援していく。 

①次世代を見据えた ICT
教育環境の一層の整備
を進めつつ、それらを
効果的に活用して生徒
の主体的・探究的な学
びを支援できるよう組
織的に研究する機会を
充実させていく。 

②新たな教育課程の３年
目となり、これまでの
達成状況を振り返り、
学校教育目標を踏まえ
たよりよい教育課程の
編制に取り組む。 

③体育祭と文化祭が同年
開催となった今年度の
反省をいかして、生徒
が主体的に課題解決で
きるよう、引き続き環
境づくりを進めるとと
もに支援をしていく。 

２ 
生徒指導・
支援 

①安心・安全な高
校生活のための
規範意識向上と
他者理解の感性
を育成する指導
法 を 確 立 さ せ
る。 

②知・徳・体を兼
ね備えた人材の
育成を目指し、
創造力・バイタ
リティを身につ
ける指導法を確
立させる。 

③スクールカウン
セラー（SC）・
スクールソーシ
ャ ル ワ ー カ ー
（SSW）等と連携
して課題のある
生徒に対して情
報共有を図ると
ともに、適切に
対応する。 

①安全かつ安心な
環境を確保し、
学校生活の中で
規範意識の醸成
と他者を思いや
る力の育成に取
り組む。 

②豊かな心と健や
かな体を育み、
将来に活かせる
独創的な創造性
や積極的な行動
力を養う。 

③一人ひとりのニ
ーズに応え、共
に成長すること
をめざし、不安
やストレスを抱
える生徒への支
援体制や情報共
有のしくみを確
立させる。 

①登下校指導や集会等を
定期的に行うととも
に、日常の学校生活の
中で生徒へ統一された
声掛けを行い、生徒一
人ひとりのモラルアッ
プを目指す。 

②主体的に行動できる力
や豊かな感性を伸ば
し、自己肯定感や達成
感が得られるよう、学
校全体で部活動の活性
化の取組を引き続き進
める。 

③ＳＣ・ＳＳＷや情報共
有検討会議・ケース会
議を有効に活用し外部
機関とも連携を図ると
ともに、学校生活の中
で支援を必要とする生
徒の早期発見と対応が
できるよう、日常的な
声掛けを積極的に行
う。 

①教職員が統一して生
徒への声掛けを行う
ことができたか。ま
た、日常生活の観察
や意識調査の結果か
ら、規範意識や他者
への思いやり等のモ
ラルアップの状況を
捉えることができた
か。 

②部活動等の実施に係
るアンケート結果の
うち、自己肯定感や
達成感の項目におい
てプラス評価となっ
たか。 

③積極的な声掛けがで
き、支援を必要とす
る生徒の早期発見に
努めることができた
か。また、生徒の情
報を収集・共有し、
迅速かつ適切な対応
ができたか。 

①校内のルールについて声
掛けによる指導をおこな
ったが、防寒着を着用し
た時の服装や敷地内降車
指導、通学用自転車への
ステッカー貼付け等徹底
することができなかっ
た。 

②新入生対象の部活動紹介
や勧誘を積極的に行い、
新入生の部活動加入率は
92.5％と、昨年度の 85％
より増加した。 

③サポートドックのアンケ
ート結果を基にスクリー
ニング会議を実施し、
SC・SSW・養教・担任に
よるプッシュ型面談をお
こなった。面談を通し
て、支援を必要とする生
徒の早期発見につなげる
ことができた。 

①声掛けや掲示物等は
継続しておこない、
啓発指導を根気強く
続けていく。改善さ
れない場合には、一
斉点検をおこなう
等、生徒への伝達方
法を検討する。 

②部活動紹介や体験週
間等を、より生徒主
体に実施させること
で、さらなる部活動
の活性化を図る。 

③サポートドックにつ
いて、アンケートへ
の回答を促す声掛け
と入力された回答結
果について積極的に
活用する体制づくり
を検討する。 

①自転車乗車につい
て、近隣住民からの
指摘は地域全体とし
ての課題でもある。
自身の安全だけでな
く、周囲の社会全体
の安心をともに担う
という視点での指導
をお願いしたい。 

②部活動の活性化への
取組を継続しつつ、
生徒の成長につなが
る支援をしてもらい
たい。 

③支援を必要とする生
徒が安心して通学・
勉強できる環境づく
りを進めてもらいた
い。 

①教職員へ校内のルールを
周知することができた。
今後は統一した指導がで
きるようにしていく。生
徒の規範意識の向上は、
声かけだけでは改善の見
られない生徒がいる。 

②部活動紹介等により加入
率は増加した。部活動の
活性化への取組を継続
し、生徒の主体性等を伸
ばせるよう支援してい
く。 

③生徒の情報共有は組織的
に行えるようになってき
ている。支援を必要とし
ている生徒の早期発見も
できるようになってきた
が、教育相談業務が回ら
ない状況になっている。 

①PTA や地域と協力し、
生徒の交通安全に対す
る意識の向上を図って
いきたい。引き続き声
かけを行っていくが、
改善の見られないこと
については一斉点検を
行うなど、生徒への提
示の仕方を検討してい
く。 

②４月の部活動紹介や８
月の部活動公開週間に
限らず、普段の活動か
ら生徒が主体的に行動
できるよう支援してい
く。 

③教育相談業務が円滑に
回るように、組み方の
変更や聞き取りに担
任・部活動顧問を組み
込むなど工夫してい
く。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 
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３ 
進路指導・
支援 

①情報化・グロー
バル化に伴う社
会や産業の構造
変化と予測困難
な時代に主体的
に向き合って問
題を解決できる
キャリア教育を
推進する。 

②進学校としての
教 育 活 動 を 進
め、生徒がより
高い目標を実現
できるような体
制を確立する。 

①生徒の主体的な
行動を促し、将
来を見据えた高
い進路意識を身
に付けさせるた
めの環境を整え
ている。 

①グローバル社会
で活躍する人材
育成のため、世
界の言語･習慣文
化などの理解に
向 け 、 他 国 の
人々との交流の
機会を設ける。 

②将来に向けて具
体的な目標を考
えさせ、高い目
標を掲げた上で
進路実現を目指
すことのできる
効果的な環境を
整える。 

①生徒一人ひとりが自身
のキャリアを見据え
て、進路選択ができる
よう、外部機関との連
携やコンソーシアムの
活用及びシチズンシッ
プ教育の充実を図る。 

①カジョリーナ・シニア
カレッジ（姉妹校・オ
ーストラリア）との交
流のあり方や留学の意
識を高めるために、必
要な交流・説明会を検
討する。 

②生徒が明確で高い目標
を設定できるよう支援
するとともに、模試等
を計画的に活用して自
身の能力を伸ばすこと
のできる指導体制を構
築する。 

①面談やアンケート調
査等により、生徒の
キャリアを見据えた
進路意識が高まった
か。 

①姉妹校との具体的な
交流の再開を模索
し、参加した生徒の
主体的な取組を支援
することができた
か。 

②生徒一人ひとりが、
卒業後の進路実現に
向けて具体的な行動
に移せるような支援
ができたか。 

①東海大、産能大との高大
連携事業や社会人講話、
各学年の進路ガイダンス
を実施し、進路意識を高
めることができた。 

①令和６年度の訪問・受入
れの再開に向けて具体的
な調整や準備を進め、生
徒や中学生にも情報を提
供した。 

②ベネッセの Classi や
Compass を活用し、日々
の学習状況や模擬試験な
どの生徒一人ひとりのデ
ータに基づいた進路選択
ができるよう指導するこ
とができた。 

①東海大、産能大だけ
でなく、他の大学や
企業との連携先を増
やして、生徒への啓
発を高めていく。 

①今年度はオンライン
交流等を進めなが
ら、来年度の参加希
望者への事前指導等
を計画的かつ具体的
に進めていく必要が
ある。 

②次年度は全学年が
Classiを活用する環
境となるので、活用
の幅を広げ、生徒の
より効果的な使用に
向けて指導する。 

①体験授業、出前授業
に向けて、生徒のニ
ーズに応えられるよ
う、高校との綿密な
打ち合わせが必要で
ある。 

①姉妹校交流の再開は
喜ばしい。オンライ
ン等もうまく活用し
て、参加者のみなら
ず多くの生徒に還元
できる交流事業を模
索してもらいたい。 

②Classi によって何が
できるようになるの
かを明確に示し、職
員と学校運営協議会
委員との共有を図っ
てもらいたい。 

①高大連携事業が、生徒の
進路選択に向け効果的に
行われている。事後アン
ケート調査による生徒の
感想が集約できると指導
に役立つ。 

①令和６年度の訪問・受入
れの再開が決まり、具体
的な準備を進めている。
参加生徒以外にも姉妹校
交流の恩恵が享受できる
形態を模索していく。 

②Classiが生徒の学習支援
や教員の生徒情報共有と
して効果的に利用されて
いる。その他の機能によ
って活用の幅を広げてい
く。 

①STEAM 教育の観点か
ら、大学側の授業を計
画・設定することを検
討する。また、Classi
のアンケート機能を使
って、生徒の感想を集
約する。 

①来年度受入れ時に「国
際交流デー」を設け、
学校組織全体で姉妹校
交流事業を推進してい
く。 

②キャリア教育グループ
主体で Classi の活用
研修を繰り返し実施し
たり、また活用例をで
きるだけ多く提示した
りして、全教員が効果
的に活用できるよう提
案していく。 

４ 
地域等との
協働 

①地域との連携を
より深めるとと
もに、地域と協
働し、学校の人
材育成や地域の
活性化に積極的
に取り組む。 

②地域の方々や保
護者、在校生や
卒業生など学校
に関わる人が応
援したくなる、
魅力ある学校の
広報、情報発信
の充実を図る。 

①探究的な学びの
実践において、
地域資源を活用
した取組を実施
する。 

②STEAM 教育研究推
進校としての取
組を含む広報活
動を、引き続き
積極的に行うと
ともに、より分
かりやすい情報
提供に努める。 

①総合的な探究の時間等
の活動で、卒業生や地
域企業と連携した取組
を行うとともに、地域
貢献できる人材育成に
努める。 

②本校の魅力をより詳し
く広報するため、ホー
ムページを中心に ICT
を活用した情報発信を
積極的に行う。 

①卒業生や地域企業と
連携し、探究的な学
びの実践および地域
貢献が行えたか。 

②ホームページ「特
色」「入学希望者の
方へ」の項目をより
分かりやすい内容に
整理し、常に最新の
情報発信を行うこと
ができたか。 

①卒業生による教育実習生
講話や地域企業連携の機
会を通じて、進路実現へ
向けての動機付けをおこ
なった。地域清掃・保育
園訪問等の活動を通し
て、地域への帰属意識を
育んだ。 

②ホームページを含め、中
学生向け部活動体験・授
業公開等により、説明会
以外の情報発信も実施し
た。 

①総合的な探究の時間
を中心に、全ての教
科の授業において、
探究的な学びを通し
た自己実現ができる
よう、引き続き取り
組む。 

②生徒会による紹介動
画等の発信も充実さ
せたが、コロナ禍が
一つの区切りを迎
え、実際に見てもら
う広報活動の重要性
が増している。 

①今年度から小学校と
の連携が再開して良
かった。今後は中学
校との連携の機会も
増やしてほしい。 

②地域連携が進むこと
で、自然と広報活動
となり秦野高校の魅
力が伝わると思う。 

①総合的な探究の時間を中
心とした、様々な機会を
通じて、地域の一員であ
る秦野高校生という意識
を育んだ。今後も地域へ
貢献できる人材を育成で
きるようにしたい。 

②部活動体験・授業公開等
の機会を通じ、来場者に
は本校の魅力を理解いた
だけたと思うが、さらな
る広報活動が必要であ
る。 

①引き続き、卒業生や地
域企業といった地域資
源と連携した取組を行
う。 

②分かりやすい情報発信
に継続して努めるとと
もに、本校の実施して
いる STEAM 教育活動の
広報にも努めたい。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒・教職員と
もに安全・安心
で快適な教育環
境の整備・充実
を進め、学習活
動・部活動・学
校行事等の活性
化を図る。 

②不祥事防止の取
組を組織的に進
めるとともに、
働き方改革の推
進により教職員
が教育活動の充
実に向き合い、
信頼に根ざした
学校づくりを進
める。 

①防災や危機管理
の面から教育環
境の整備及び点
検 を 進 め 、 安
全・安心で快適
な環境のもとで
の教育活動の活
性化を図ってい
く。 

②職員の主体的な
不祥事防止の取
組と働き方改革
を組織的に推進
し、信頼と期待
に応える学校づ
くりを進め、教
育活動の充実を
図る。 

①耐震化工事終了を踏ま
え、教育環境の整備・
点検を進めていく。防
災マニュアルや危機管
理マニュアルの見直し
を進め、すべての職員
で安全・安心な教育環
境を構築していく体制
を整備する。 

②「不祥事ゼロプログラ
ム」に基づき、職員一
丸となって主体的に事
故防止に取り組む。特
に校務におけるコンプ
ライアンスの徹底を図
り、物品管理や私費会
計の取扱い等の組織的
な事務処理体制を構築
する。職務の合理化に
ついても職場全体で議
論を深めていく。 

①教育環境整備のため
の物品整備、防災マ
ニュアルや危機管理
マニュアルの整備を
進め、職員全体で進
めていくことができ
たか。 

②不祥事防止の視点か
ら物品管理体制や私
費会計の取扱いにつ
いて事務処理体制が
整備できたか。働き
方改革について職場
全体で議論の場を設
け、校務の改善や効
率化につなげること
ができたか。 

①危機管理マニュアルを整
理し、教育環境の整備・
点検のための体制づくり
を進めた。 

②不祥事防止の視点から物
品管理体制を整備すると
ともに、私費会計の一部
ネットバンキング化を導
入するなど、校務の改善
や効率化につなげること
ができた。 

①教育環境整備や防
災・危機管理を日常
的・組織的に共有す
るとともに、安全・
安心で快適な環境を
構築し、教育活動の
一層の活性化を図る
必要がある。 

②不祥事防止研修は月
１回のグループ輪番
制で実施した。働き
方改革・校務改善・
効率化の議論は職場
全体及び各グループ
等で今後も議論を重
ねていく。 

①校舎や設備の老朽化
という課題の中でも
生徒の安全・安心な
教育環境の整備を工
夫している。引き続
き必要な改善や更新
等を進めてもらいた
い。防災・危機管理
を日常的に意識づけ
てもらいたい。 

②校務改善の工夫や不
祥事防止等に組織的
に着実に取り組んで
いる。未然防止を図
るしくみを構築する
ことで、生徒・地
域・保護者等からの
期待に応える学校づ
くりを進めてもらい
たい。 

①アフターコロナの中、防
災訓練等も従来の形態に
戻ってきた。安全・安心
で快適な教育環境の整備
を進めつつ、防災・危機
管理に関して学校全体で
日常的に取り組んでい
く。 

②コンプライアンスの観点
から、物品管理・私費会
計における事務処理体制
を改善できた。不祥事防
止の未然防止を図る視点
から、引き続き改善でき
る点を組織的に議論して
いく。 

①生徒の学びの根幹に、
安全・安心が最優先さ
れることを念頭に置き
ながら、教育環境の整
備や防災・危機管理の
啓発等を進めていく。 

②校務の改善につながる
議論を職員全体で日常
的に風通し良く進めて
いくとともに、実効性
の高い取組については
スピード感を持って進
めていく。 



 

 


